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特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
介
護
老

人
保
健
施
設
な
ど

に
入
所
さ
れ
る
方

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）の
食
費

と
居
住
費（
滞
在
費
）の
負
担
軽
減

制
度
の
改
正
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ　

軽
減
制
度
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
、
ど
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介

護
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
入
所

す
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
一
部
負
担
の
ほ
か
に
、
居
住

費
・
食
費
の
自
費
負
担
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
所
得
の
低
い

方
は
負
担
の
上
限
額（
負
担
限

度
額
）が
定
め
ら
れ
、
費
用
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
　

現
在
の
基
準
で
は
、
住
民
票

上
の
世
帯
が
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
あ
れ
ば

軽
減
の
対
象

で
す
が
、
今
年

の
8
月
以
降
、

基
準
が
次
の

よ
う
に
見
直

さ
れ
ま
す
。

○
対
象

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
市
民

・
40
歳
以
上（
平
成
28
年
3
月
31

日
現
在
）

・
市
の
指
定
す
る
医
療
機
関
・
日

程
で
受
診
可
能

・
職
場
な
ど
で
人
間
ド
ッ
ク
助
成

制
度
が
な
い

・
平
成
27
年
度「
す
こ
や
か
市
民

健
診
」・「
個
別
健
診（
特
定
健

診
）」を
受
診
し
な
い

○
助
成
対
象
病
院

　

豊
岡
病
院
、
日
高
医
療
セ
ン
タ

ー
、
出
石
医
療
セ
ン
タ
ー

○
受
診
期
間

　

4
月
下
旬
〜
平

成
28
年
3
月

○
申
込
方
法

　

健
康
増
進
課
、

市
民
課
国
保
医
療

係
、
各
支
所
市
民
福
祉
係
に
あ
る

「
助
成
申
込
書（
は
が
き
）」に
記
入

の
上
、
窓
口
へ
提
出
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限

　

3
月
16
日（
月
）必
着

○
そ
の
他

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
平
成
27
年
8
月
か
ら
】

①
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合
で
も
、

配
偶
者
の
住
民
税
課
税
状
況
も

判
定
要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

②
預
貯
金
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
判

定
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
単
身
の
場
合
は
1
千
万

円
以
下
、
夫
婦
の
場
合
は

2
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が

要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す（
預
貯

金
な
ど
に
は
、
普
通
預
金
、
定

期
預
金
の
ほ
か
、
有
価
証
券
な

ど
の
資
産
も
含
み
ま
す
）。

【
平
成
28
年
8
月
か
ら
】

③
軽
減
の
段
階
の
う
ち
、
現
在
、

第
2
段
階
と
第
3
段
階
は
、
課

税
年
金
収
入
お
よ
び
合
計
所
得

金
額
の
合
計
額
で
判
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
遺
族
年
金

お
よ
び
障
害
年
金
と
い
っ
た
非

課
税
年
金
の
額
も
含
め
て
判
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
項
目
で
、
平
成
27
年
8

月
以
降
、
申
請
の
際
に
預
貯
金

通
帳
の
写
し

な
ど
を
添
付

し
て
く
だ
さ

い
。

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

❹

〜
負
担
軽
減
制
度
〜

※
受
診
日
程
は
、
各
病
院
ま
た
は

市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
　
公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
病
院
で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
希
望
者
募
集

※
日
程
は
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増

進
課
保
健
医
療
政
策
係（
〒

6
6
8

－

0
0
4
6　

立
野
町

12

－

12
）☎
24

－
1
1
2
7

《助成内容》
医療機関 種別 定員 基本料金 加入している保険の種類 市助成額 自己負担額

豊岡病院 日帰り 130人 41,650円
豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 23,650円

その他保険 10,000円 31,650円

日高医療
センター

半日 250人 37,800円
豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 19,800円

その他保険 10,000円 27,800円

１日 100人 46,440円
豊岡市国保・後期高齢者 22,000円 24,440円

その他保険 12,000円 34,440円

１泊
２日 75人 63,720円

豊岡市国保・後期高齢者 30,000円 33,720円

その他保険 15,000円 48,720円

出石医療
センター 日帰り 40人 43,200円

豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 25,200円

その他保険 10,000円 33,200円

※基本料金は、変更される場合があります。
※各病院のオプション検査の種類・料金は、｢人間ドック受診のしおり｣ をご覧ください。
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国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
2　
0　
1

　
4
年
の
10
大
項
目
を
発
表
し
ま
し

た
。

①
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
が

依
然
多
い
状
況

　

高
齢
者
の
相
談
は
、
全
相
談
の

3
割
近
く
を
占
め
、
依
然
多
い
状

況
で
す
。
特
に
、
認
知
症
な
ど
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
高
齢
者
の
被
害
が
目
立

ち
ま
す
。

②
事
業
者
か
ら
の
個
人
情
報
の

大
量
流
出
事
件
発
生

　

大
手
通
信
教
育
事
業
者
が
保
有

す
る
顧
客
の
個
人
情
報
が
、
大
量

に
流
出
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。

③
公
的
機
関
等
を
か
た
る

詐
欺
的
勧
誘
が
急
増

　
「
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
漏
れ

て
い
る
の
で
、削
除
し
て
あ
げ
る
」

な
ど
と
電
話
で
、
個
人
情
報
削

除
を
持
ち
掛
け
る
詐

欺
に
関
す
る
相
談
が
、

昨
年
の
4
倍
以
上
に

急
増
し
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
、
公
的
機

関
を
か
た
る
も
の
が

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
71

〜
消
費
者
問
題
に
関
す
る
2
0
1
4
年
の
10
大
項
目
〜

目
立
ち
ま
す
。

④
食
の
安
全
と
信
頼
が

脅
か
さ
れ
る
事
件
が
相
次
ぐ

　

国
内
の
工
場
で
製
造
し
た
冷
凍

食
品
の
一
部
に
農
薬
が
混
入
さ
れ

た
事
件
を
は
じ
め
、
海
外
の
工
場

で
の
不
衛
生
な
実
態
の
発
覚
な
ど
、

食
の
安
全
や
衛
生
に
関
す
る
問
題

が
相
次
い
で
明
る
み
に
出
ま
し
た
。

⑤
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル
が

引
き
続
き
増
加

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
の
中
で
も
、
特
に
ネ
ッ
ト
通

販
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
昨
年

と
比
べ
、
2
割
以
上
増
加
し
て
い

ま
す
。
コ
ピ
ー
商
品
や
偽
造
品
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

⑥
遠
隔
操
作
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

変
更
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増

　

大
手
電
話
会
社
の
関
連
事
業
者

と
思
わ
せ
る
な
ど
し
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
契
約
の
内
容
変
更
を
遠
隔
操

作
し
て
も
ら
っ
た
後
、
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
相
談
が
急
増
し
ま
し
た
。

⑦
若
者
に
投
資
関
連
ト
ラ
ブ
ル
が

拡
大

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
始

め
ら
れ
る
バ
イ
ナ
リ
ー
オ
プ
シ
ョ

ン
取
引（
為
替
相
場
等
の
上
が
り

下
が
り
を
予
想
し
、
当
た
れ
ば
一

定
額
を
受
け
取
れ
る
が
、
外
れ
れ

ば
全
額
を
失
う
取
引
）の
相
談
は
、

全
体
の
約
半
数
を
20
代
が
占
め
て

い
ま
す
。

⑧
繰
り
返
さ
れ
る
子
ど
も
の
事
故

　

ボ
タ
ン
電
池
の
誤
飲
事
故
、
浴

槽
で
起
き
る
首
掛
け
式
浮
き
輪
で

の
溺
水
事
故
な
ど
が
繰
り
返
し
発

生
し
た
た
め
、
注
意
喚
起
を
行
い

ま
し
た
。

⑨
消
費
税
率
が
8
％
に
ア
ッ
プ

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
率

が
5
％
か
ら
8
％
に
ア
ッ
プ
し
た

こ
と
に
伴
い
、
便
乗
値
上
げ
や
表

示
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

⑩
消
費
者
関
連
法
規
の
改
正
に

よ
り
地
方
消
費
者
行
政
の

基
盤
を
強
化

　

消
費
者
安
全
法
、
景
品
表
示
法

の
改
正
法
が
6
月
に
成
立
・
公
布

さ
れ
、
地
方
消
費
者
行
政
の
基
盤

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1

す
。
地
域
の
方
や
関
係
機
関
が
見

守
り
事
業
に
積
極
的
に
協
力
す
る

こ
と
で
、
良
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
築
い
て
き
た
信
頼
関
係
を

も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
き
め
細
か

な
防
犯
・
交
通
安
全
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

■
今
後
の
見
守
り
事
業
に
つ
い
て

　

地
域
の
方
に
、
駐
在
所
を
も
っ

と
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
力
事
業
所
の
大
半
が
参
加
し
て

い
る「
地
域
ケ
ア
会
議
」（
※
）に
も

可
能
な
限
り
参
加
し
、
難
し
い
地

域
の
問
題
を
協
力
し
て
解
決
す
る

な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
民
生
委
員
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

　

業
所
、
社
協
職
員
、
行
政
機
関

　

な
ど
で
構
成
す
る
会
議

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

2
4
0
9

　

見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
協
力

機
関
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
但
東
地
域　

豊
岡
南
警
察
署

　

但
東
所
管
区
域
派
出
所

■
見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
、
気
を
付
け
て
い
る
点

は
？

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、

日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
、
高
齢
者
が
振
り
込
め

詐
欺
や
交
通
事
故
の
被
害
者
と
な

る
事
案
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
時
、
高
齢
者
世
帯

宅
に
は
積
極
的
に
立
ち
寄
り
、
顔

を
知
っ
て
も
ら
っ
て
話
し
や
す
い

関
係
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
最
近
起
き
た
高
齢
者
へ

の
詐
欺
事
件
や
交
通
事
故
の
発
生

状
況
な
ど
、
事
例
を
用
い
て
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
で
、
事

件
・
事
故
の
未
然
防
止
の
助
け
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
見
守
り
事
業
を
行
う
中
で

気
付
い
た
こ
と
は
？

　

高
齢
者
の
安
心
、
安
全
を
守
る

こ
と
は
、
地
域
の
共
通
の
目
標
で

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
　
□11

　
協
力
事
業
者
紹
介
⑦

【
平
成
27
年
8
月
か
ら
】

①
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合
で
も
、

配
偶
者
の
住
民
税
課
税
状
況
も

判
定
要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

②
預
貯
金
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
判

定
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
単
身
の
場
合
は
1
千
万

円
以
下
、
夫
婦
の
場
合
は

2
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が

要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す（
預
貯

金
な
ど
に
は
、
普
通
預
金
、
定

期
預
金
の
ほ
か
、
有
価
証
券
な

ど
の
資
産
も
含
み
ま
す
）。

【
平
成
28
年
8
月
か
ら
】

③
軽
減
の
段
階
の
う
ち
、
現
在
、

第
2
段
階
と
第
3
段
階
は
、
課

税
年
金
収
入
お
よ
び
合
計
所
得

金
額
の
合
計
額
で
判
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
遺
族
年
金

お
よ
び
障
害
年
金
と
い
っ
た
非

課
税
年
金
の
額
も
含
め
て
判
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
項
目
で
、
平
成
27
年
8

月
以
降
、
申
請
の
際
に
預
貯
金

通
帳
の
写
し

な
ど
を
添
付

し
て
く
だ
さ

い
。


